
令和８年度 苫小牧市ＤＸ推進リーダー育成研修業務委託ヒアリング実施要領及び評価基準 

 

１ 審査 

ヒアリング、企画提案書及び提案価格の評価は、苫小牧市ＤＸ推進リーダー育成研修業務委託業

者選定委員会（以下、「選定委員会」という。）を設置して行う。 

 

２ 評価及び選定 

 提案者が４者以上の場合は、書類審査を実施する。なお、３者以下の場合にはヒアリング審査の

みとする。 

⑴ 書類審査の実施 

提出書類の内容を基に、事務局による書類審査を実施する。事務局による審査は、選定委員

会委員長が指名する複数名（３名以上）の審査員が「⑶ 評価基準」の各項目に基づき、採点

するものとし、ヒアリング審査に当該評価結果を引き継がないものとする。 

書類審査の採点結果は、令和８年５月１８日の週に開催する選定委員会において審議し、承

認が得られ次第、全ての提案者に対して、評価結果として通知するものとする。結果の公表

は、全提案事業者の名称（五十音順）、全提案事業者の評価点（得点順）のみ行うものとする。 

 

⑵ ヒアリング審査の実施 

(ｱ)  ヒアリングは、令和８年５月２５日の週の指定する１日にて、苫小牧市役所にて行うもの

とするが、開始時間及び実施場所は別途通知する。 

(ｲ)  ヒアリングは、１者ずつの呼び込み方式とし、１者の持ち時間は４０分以内とする。 

（提案説明２０分、質疑応答２０分を予定） 

(ｳ)  ヒアリングは、一般非公開とする。 

(ｴ)  ヒアリングの内容は、提出のあった提案内容に基づくものとし、資料の追加提出は認めな

い。 

(ｵ)  ヒアリングにおいては、企画提案書では説明が難しい点やアピールしたい点について行う

こと。この説明においては、プロジェクター及びスクリーン等を使用することができる。 

また、プロジェクター及びスクリーン等は当市で用意可能だが、その際はあらかじめ担当

部署に連絡すること。パソコン等その他機材については提案者が用意すること。 

(ｶ)  ヒアリングの説明者は補助者を含めて３名までとする。 

(ｷ)  欠席をした場合は、企画提案書の審査、評価及び選定から除外する。 

(ｸ)  選定委員会の委員が、評価採点を行う。 

 

⑶ 評価基準 

企画提案書及びプレゼンテーション、質疑応答により、下表で示す評価項目・配点・評価基準

に基づいて、審査及び評価を行う。ただし、価格評価については、事務局が一定の評価方法を示

し、選定委員会における承認をもって、その評価方法を採択するものとする。 

 

 



＜評価項目・配点・基準＞ 

区分 評価項目 配点 評価基準 

1 方針理解・課題認識 10 ✓ 自治体の DX 人材育成における課題を踏まえ、本業務の目的で

ある現場への接続、実践を的確に反映しているか。 

2 研修全体設計 15 ✓ 業務目的を満たす研修設計がされているか。 

✓ 研修受講の負荷も考慮し、グループ成果物作成等で、通常業務

を過度に圧迫しない設計になっているか。 

✓ 対面を基本としつつ、補助的にリモートを適切に活用しているか。 

3 グループワーク設計 15 ✓ 参加型のグループワークとして、受講者全員が発言し、かつ発言が

促進されるような設計となっているか。 

✓ チームビルディングとメンター育成に資する内容となっているか。 

✓ 関係者の視点を踏まえた課題の整理や、全体最適を意識した改

善策の検討につながる内容となっているか。 

4 実務接続設計 10 ✓ 実業務を題材に、実務接続までが一連のプロセスとして設計されて

いるか。 

✓ 解決策の構想から試作・検証までのプロセスの設計は研修負荷と

実施効果のバランスを配慮したものか。 

5 デジタルツールの接続 10 ✓ デジタルツールの基礎理解・活用事例を含み、デジタルツールを活

用した実業務への接続に具体性があるか。 

✓ 実業務での応用につながる提案がされているか。 

6 効果測定 10 ✓ 到達点と現状把握、アンケート等の測定設計、分析・報告、改善

提案が具体的か。 

7 実施体制・品質管理 5 ✓ 体制（責任者・講師・運営）と役割分担、進捗管理、市との連

携が明確か。 

８ 中長期人材育成 10 ✓ 中長期人材育成案は、本市が求める人物像の育成に効果的か。 

９ 類似実績 5 ✓ 類似業務の実績が本件に有効であることが説明されているか（件

数・規模・成果等） 

10 価格 10 ✓ 見積価格および内訳の妥当性 

評価尺度（評価基準毎に 5 段階で評価、配点に応じて点数を変動、()内の点数の倍数とする） 

「特に優れている(5) / 優れている(4) / 普通(3) / やや不十分(2) / 不十分(1)」 

 

⑷ 受託候補者の特定 

選定委員会の委員による評価採点の後、選定委員会を開催し、各委員の評価採点を合計した

後、総得点の６割以上を獲得し、かつ、採点した合計点の一番高得点の者を受託候補者に特定す

る。 



 

３ 結果通知 

  苫小牧市ＤＸ推進リーダー育成研修業務委託に関する公募型プロポーザル実施要領「15 結果の

通知・公表」のとおり行うものとする。 


